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台北駐日経済文化代表処
沈斯淳代表

　日本の友人の皆様、在日華僑の皆様、謹
んで新年のお祝いを申し上げます。

　まず、このたびの２０２０年東京オリンピッ
ク開催決定、同じアジアの隣人として、心より
お喜びを申し上げます。

　台湾と日本は、地理的、歴史的にきわめて
密接であり、馬英九総統は２００８年５月に
就任以来、台日関係を「特別パートナー関
係」と位置づけ、経済・貿易、文化、観光、青
少年交流など、各分野の交流を強化してきま
した。

台湾証券取引所李述徳会長

公開討論

　昨年を振り返りますと、台日間にはさまざま
な面において大きな進展がありました。人的
往来の面では、台日お互いの国会議員、経済
界の要人、地方自治体の首長などの相互往
来の交流がますます頻繁になり、お互いの国
民の友好感情や信頼感がより一層増して、台
日関係はここ４０年余りの間で最良の状態と
なっています。
　近年の東シナ海の緊張については、２０１
２年８月に馬総統が理性的な対話と共同開
発を通じた平和的解決を呼びかける「東シナ
海平和イニシアチブ」を提起したことにより、
昨年４月に「台日漁業協議」が調印され、長
年の懸案であった漁業問題が大きく進展し
ました。

　また、経済面では、昨年１１月には、台日間
の「電子商取引取決め」、「特許等優先権書
類電子的交換覚書」、「薬事規制協力取決
め」、「鉄道交流了解覚書」、「航空機捜索救
難協力取決め」、「金融監督協力覚書」など６
項目の取決め・覚書に調印し、台日間の協力
分野がより一層広がりました。これらの取決
めや覚書の調印が、相互の産業連携に役立
ち、ビジネスチャンス拡大にもつながるもので
あると確信しています。

　今年は、引き続き「積み上げ方式」によって
可能な部分から着実に台日間の連携を強化
し、将来的な目標である台日経済連携協定の
基礎をしっかり固めてまいりたいと思います。
また、台湾は「環太平洋パートナー協定」（Ｔ

ＰＰ）など、アジア太平洋における地域統合に
参加する強い意欲をもっており、このことは、
日本およびアジア太平洋地域の利益にも合
致するものであると信じています。

　観光面では、昨年は台湾から高松、岡山、
石垣島などに新たな路線が開設されたほか、
観光客の増加で既成路線も増便が相次ぎ、
１月～１０月末の時点で３００万人の大台を
突破することができました。特に台湾から日本
への旅行者数は５０％を超える伸びでした。
また、青少年交流についても、昨年１月～１１
月の間に、台湾から１３１校、５３２１人の生
徒が修学旅行で日本を訪れました。日本の学
校からは同期で５２校、６４３３人が修学旅
行で台湾を訪れており、学校数および人数、
いずれもますます増えてきています。

　今後さらに双方が共に努力し、２０１６年ま
でに年間往来者数４００万人突破を目指して
まいりたいと思います。台湾には各地にさまざ
まな素晴らしい自然風景や文化遺産がありま
す。そして、日本人と同様、もしくはそれ以上に
「おもてなし」精神あふれる台湾の人 と々のふ
れあいも台湾の旅の楽しみです。より多くの日
本の皆様が台湾をご訪問されることを期待し
ています。

　文化交流の面では、昨年４月に宝塚歌劇
団の台湾初公演が好評を博したほか、３月に
東京ドームで開催されたワールド・ベース
ボール・クラシック（ＷＢＣ）の台湾対日本の

試合は台日の人々を大いに感動させました。
また、１１月にも台湾で日本代表チーム「侍
ジャパン」と台湾代表チームの交流試合や、
プロ野球「アジアシリーズ」が開催されるな
ど、野球を通じた交流がますます活発となり
ました。１１月２８日から４日間、６０台のクラ
シックカーが台湾の文化遺産などを巡りな
がら台湾を一周する「ラリーニッポンin台湾」
が開催されるなど、台日交流がますます活発
となりました。

　今年２月の「さっぽろ雪まつり」に台湾の
有名観光スポットを氷像にした「台湾－伝統
とモダン」が出展されるほか、今年６月から東
京で、１０月から九州で「台北 国立故宮博物
院展」が開催され、日本に居ながらにして、翠
玉白菜や肉形石などを含む数多くの故宮の
至宝を観賞できます。このような文化交流は
台湾と日本の距離をますます近づけるものに
なることと確信しています。

　台湾と日本は自由、民主主義、法治、人権
などの価値観を共有しており、地域の安定と
繁栄を守るために、手を携えて協力していか
なければなりません。

　最後に、中華民国（台湾）政府及び国民を
代表し、台日間の一層の友好増進と皆様の
ご健康を祈念し、新年の挨拶とさせていただ
きます。 

台湾上場セミナーに高い関心で予想以上の参加者
　台北駐日経済文化代表処と台湾証券取
引処共催による「台湾証券取引所への上
場」セミナーが昨年12月11日、都内で開か
れた。同時に記者会見も開かれるなど、関心
の高さを示していた。参加者は予想を上回
る関係者、報道陣など200人。協力は野村
総合研究所だった。
　台湾証券取引所には、現在28社の海外
企業が上場している。このうち純外国資本
の5社が約4年前に新規公開している。しか
し台湾では、資本の市場公開が2008年か
らのため、純外国資本の日本企業の上場は
なかった。このため、台湾証券取引所では諸
外国に積極的な市場開放に方向転換。海
外企業の上場を受け入れる環境整備に努
めてきた。

　セミナーで挨拶した台北駐日経済文化代
表処沈斯淳代表は、昨今の日台の政府と民
間の緊密な関係を災害、野球、旅行往来人
数、青少年交流（修学旅行）、各種経済・貿
易協定締結などを例に挙げ、「今日は李述徳
会長が率いる台湾証券取引所の環境につい
て皆様にご紹介させていただきます。緊密な
台日関係を背景に必ず台湾をパートナーと
して選んでいただけるのではないかと思いま
す。今後、さらなる環境整備により双方の産
業界が緊密な協業・協力関係を打ち立てる
ことができるようお祈りしています」と述べ
た。
　続いて李述徳会長は、経済自由化、グロー
バル化で国内需要は低迷し、逆に各国間の
経済のリンクは強まっているとし、「本日、台
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湾からおいでになった関係者の皆さん、弁護
士・会計士の皆さん、つまり私たちは、皆様と
ともに資金調達を実現し、活用し、人材を活
用し、市場を開拓し、その先で中国進出を果
たし、さらに企業価値を高める。こうした企業
戦略の実現のために、ここにやって参りまし
た」と呼びかけた。
　この後、台湾証券取引所上市二部杜惠娟
部長が「アジア展開へ向けた台湾資本市場
の活用」と題する講演を、野村総合研究所目
片芽輝（台湾）ディレクターが「日本企業に
とっての台湾上場及び台湾証券取引市場の
ご紹介」の講演を行った。なかでも、杜惠娟
部長が紹介した100％純外国資本による事
例に高い関心が集まった。今年1月14日にイ
ンターネット中古車流通サービスのオート

サーバー社が上場する内容事例について
だった。
　その後、「日本企業の台湾上場事例に関
する公開討論」も行われた。野村総合研究
所（台湾）有限公司張正武社長（司会）、元
大証券曾馨慧バイスプレジデント、Jones 
Day法律事務所劉中平弁護士、Deloitte＆
Ｔouche会計事務所張瑞娜会計士、台湾証
券取引所上市二部杜惠娟部長が参加した。
専門領域の立場からの上場に向けたアドバ
イスに参加者は熱心に聞き入っていた。
　

（大阪台湾同郷会　会長 ： 池平美香）

続けて読むから「台湾」が解る
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